








【要約】 阪神淡路大震災は、PTSD (Post Traumatic Stress Disorder :外傷後ストレス

障害)のみならず、子どもたちを取り巻く様々な環境変化や数々の喪失からくるストレス

など、子どもたちのこころの健康において大きな影響を与えた。本研究は第 1回目  1995

年 2 月(大震災後 1 ｶ月半)、第 2 回目  1995 年 6 月(大震災後 5 ｶ月)に引き続き 1996 年 3

月  大震災後 1 年 2 ｶ用に、前回とほぼ同じ対象である激震区である神戸市の 335 名、非

激震地区である三木市の 230 名、計 565 名の 5～7 歳児たちを対象としたアンケート調査

の結果を考察するものである。子どもたちにおいては、神戸市の子どもたちは、「体調が

悪い」「暗い所をこわがる」「地震に関する話をよくする」「地震に関する遊びをする」「小

さな物音に驚く」「学校に行きたがる」という項目で、三木市の子どもたちよりも有意に

高率であった。前回高率であった前向きの反応については、今回も極めて高率であった。

親の心理状態については、前回と全く同じ 15 項目について、震災後 5 ｶ月では、14 項目

が神戸市で有意に高率を示したが、今回両地域間の有意差を示したのは、 7 項目であっ

た。さらに、将来の生活について悲観的になりながら、地震についてあまり触れないよう

にしているという回避傾向が認められた。時間が経過し、その悲惨な事実の記憶ガ薄れ、

新しい環境作りが進むに連れて、心の傷を癒していく者と、癒す間もなく 2次的・ 3次的

な傷を受けて行く者との格差が、どんどん広がりつつある現状において、心配な結果であ

る。子どもたちのこころの健康については、今後とも、発達的側面を考慮しながら、長期

的な追跡が必要である。


